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【監修・アートディレクター】
河北秀也（かわきた　ひでや）
1947 年生まれ。日本ベリエールアートセン
ター主宰。著書に『デザイン原論』など。
本誌プロデューサー、アート・ディレクター。

【編集・ディレクター】　
山本哲士（やまもと　てつじ）
1948 年生まれ。
政治社会学、ホスピタリティ環境学。
主な著書に、『ミシェル・フーコーの思考体系』、

『ホスピタリティ講義』、『国つ神論』、『〈もの〉
の日本心性』、『高倉健・藤純子の任侠映画と日
本情念』『フーコー国家論』ほか多数。

　〈
環
境
〉
と
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
でm

i-lieu

と
言
う
。
場
所lieu

（place)

の
真
ん
中
と
い
う
意
味
や
場
所

〈
間
〉
関
係
と
い
う
意
味
に
な
る
。「
環
―
境
」
も
〈
境
〉
の
環
（
め
ぐ
り
）
だ
。
こ
の
関
係
存
在
を
実
体
＝

物
的
に
時
間
停
止
し
て
は
な
ら
な
い
。
日
本
は
、〈
際
〉〈
境
界
〉
の
文
化
環
境
に
多
分
に
あ
る
。

　「
環
境
」
は
地
球
環
境
と
大
き
く
拡
大
さ
れ
、
気
候
変
動
や
温
暖
化
が
、
何
か
向
こ
う
側
の
客
観
的
出
来

事
で
あ
る
か
の
よ
う
に
感
覚
認
知
さ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
環
境
と
は
〈
場
所
〉
で
あ
り
、
自
分
の
生
活
生
存

の
足
元
で
あ
り
、
そ
の
場
所
が
地
球
で
あ
る
。
凄
ま
じ
い
速
度
で
回
転
し
て
い
る
が
、
太
陽
や
月
や
星
が
動

い
て
い
る
と
感
じ
、
足
元
は
動
い
て
い
な
い
か
の
よ
う
に
お
も
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
環
境
は
経
済
的
な

均
一
空
間
と
さ
れ
て
、
ど
こ
で
も
同
じ
太
陽
光
パ
ネ
ル
や
風
車
が
作
ら
れ
環
境
事
業
で
あ
る
か
の
よ
う
に
み

な
さ
れ
、
実
際
に
は
景
観
を
壊
し
て
い
る
。
環
境
は
汚
し
て
は
な
ら
な
い
、
環
境
は
大
切
だ
と
誰
し
も
が
思

っ
て
い
る
が
、
そ
う
な
ら
な
い
の
は
、
環
境
を
主
客
分
離
の
客
観
世
界
だ
と
設
定
し
、
経
済
は
均
質
・
均
一

に
な
さ
れ
る
こ
と
だ
、
社
会
の
統
治
は
ど
こ
も
平
等
に
同
じ
だ
と
い
う
認
識
か
ら
何
も
変
わ
っ
て
い
な
い
た

め
だ
。
近
年
は
薄
れ
て
き
た
が
、
ま
だ
環
境
と
経
済
は
相
反
対
立
す
る
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。〈
環
境
〉
へ

の
誤
認
が
、
環
境
を
重
視
す
る
人
た
ち
に
ま
で
浸
透
し
て
い
る
の
は
、
近
代
認
識
体
系
の
ま
ま
で
考
え
ら
れ

て
い
る
た
め
だ
。

　
こ
こ
を
脱
す
る
に
は
、
環
境
と
は
場
所
で
あ
る
こ
と
（
場
所
環
境
）、
資
本
で
あ
る
こ
と
（
環
境
資
本
）、

そ
し
て
経
済
範
疇
で
は
な
く
生
活
環
境
市
場
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
分
配
と
流
通
の
領
域
は
物
品
交
通
で

は
な
く
環
境
世
界
で
あ
る
こ
と
、
な
ど
を
新
た
な
認
識
に
よ
っ
て
概
念
組
み
換
え
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
　

考
え
る
べ
き
は
、〈
環
境
〉
と
〈
経
済
〉
と
〈
文
化
〉
と
の
多
元
的
な
調
整
・
調
和
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

互
い
に
相
反
す
る
も
の
を
共
存
さ
せ
共
働
さ
せ
る
、
高
度
な
知
的
資
本
と
技
術
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
、
場
所

総
体
か
ら
考
え
、
自
然
資
本
、
景
観
資
本
、
環
境
資
本
、
文
化
資
本
を
共
存
関
係
さ
せ
て
い
く
資
本
経
済
と

場
所
統
治
が
要
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
に
、時
間
概
念
、空
間
概
念
を
根
源
か
ら
組
み
立
て
直
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
象
徴
資
本
に
お
い
て
時
間
は
静
止
さ
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
へ
の
想
像
界
作
用
で
時
間
は
動
い
て
い
き
、

現
実
界
で
時
間
は
〈
隔
た
り
〉
の
継
続
期
間duration

と
し
て
常
に
動
い
て
い
る
。
場
所
環
境
時
間
と
し
て

の
言
説
を
生
産
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
に
、
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
は
、
現
前
を
〈
外
―
存
在
〉ex-sist

さ
せ
て
い
く
。
場
所
環
境
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
が
、
産
業
社
会
経
済
の
下
で
、
眠
ら
さ
れ
て
い
る
ゆ
え
、
目
覚
ま

せ
てaw

are

い
く
こ
と
で
あ
る
。

　
今
回
は
〈
島
〉
の
場
所
環
境
の
時
間
・
空
間
・
身
体
を
、
田
中
俊
徳
氏
の
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
も
と
で
目

覚
ま
せ
て
い
た
だ
い
た
。
日
本
は
島
嶼
国
、列
島
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、多
様
な
場
所
資
本
、文
化
技
術
資
本
、

身
体
資
本
な
ど
が
存
在
し
て
い
る
。
既
特
集
で
あ
っ
た
南
相
馬
、
日
本
橋
な
ど
の
場
所
考
証
に
つ
な
が
る
場

所
環
境
論
で
あ
る
。
本
誌
は
こ
れ
か
ら
も
〈
環
境
〉
を
新
た
な
思
考
・
考
証
か
ら
探
究
し
続
け
て
い
く
。

▼
【
巻
頭
言
】
田
中
俊
徳
「
島
の
空
気
は
、
人
を
自
由
に
す
る
」　
▼
山
極
壽
一
「
島
の
未
来
可
能
性
」
▼
小
野
寺
浩

「
屋
久
島
環
境
文
化
村
構
想
」
▼
矢
原
徹
一
「
九
州
と
沖
縄
の
自
然
と
文
化
」　
▼
湯
本
貴
和
「
屋
久
島
の
郷
土
食
」
▼

高
橋
そ
よ
「
は
ざ
ま
を
生
き
る
島
の
時
間
」　
▼
山
崎
敦
子
「
さ
ん
ご
の
島
」　
▼
田
中
俊
徳
「
自
然
保
護
法
制
を
め
ぐ

る
島
と
世
界
の
重
層
性
」　
▼
大
橋
洋
一
「
両
方
に
な
る
⑵
」　
▼
兵
藤
裕
己
「
言
文
一
致
体
と
い
う
「
近
代
」
⑵
」　

▼
浅
利
誠
「
述
語
制
言
語
の
日
本
語
と
コ
プ
ラ
【
連
載
１
０
】」
▼
カ
ラ
ー
特
集　
「Gaziantep　
ガ
ジ
ア
ン
テ
ッ
プ

に
息
づ
く
⾷⽂

化
と
⼈
び
と
」
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